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女
性
の
社
会
参
画
推
進
を

女
性
部
会
研
修

６
月

日
（
火
）
、
リ
サ
イ
ク

１３

ル
研
修
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
京
都
府

木
津
川
市
木
津
神
田
２-

１

）
へ
行

き
ま
し
た
。
（
参
加
者

名
）

１９

そ
こ
で
は
、

ご

み

を

「

減

ら

す

（

リ

デ

ュ
ー
ス
）
」「
再

利
用
す
る
（
リ

ユ
ー
ス
）
」「
再

資

源

化

す

る

（
リ
サ
イ
ク
ル
）
」
と
い
う
「
３

Ｒ
」
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
見
た
り
、
要
ら
な

く
な
っ
た
衣
類
や
布
を
裂
い
て

ヒ
モ
の
よ
う
に
し
て
、
機
織
り

機
で
織
る
「
サ
キ
織
り
」
体
験

を
し
ま
し
た
。
ト
ン
ト
ン
と
織

っ
て
い
く
と
、
色
合
い
の
い
い

布
が
で
き
、
と
て
も
楽
し
い
で

し
た
。
そ
の
施
設
に
あ
る
リ
ユ

ー

ス

コ

ー

ナ

ー

に

は

、

家

庭

で

不

要

と

な

っ

た

物

を

再

使

用

品

と

し

て

無

償

で

提

供

も

し

て

い

ま

す

。

タ

ン

ス

や

食

器

棚

な

ど

の

大

型

家

具

も

も

ら

っ

て

帰

る

こ

と

が

可

能

で
す
。

午
後
は
、
け
い
は
ん
な
記
念
公
園
（
京
都

府
相
楽
郡
精
華
町
精
華
台
６-

１
）
と
園
内

の
水
景
園
を
散
策
、
水
景
園
に
は
大
き
な
岩

や
石
と
池
が
あ
り
、
池
に
は
鯉
が
悠
々
と
泳

い
で
い
ま
し
た
。

帰
り
道
は
、
南
山
城
の
道
の
駅
に
よ
り
、

お
茶
の
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
を
食
べ
て
帰
っ
て

き
ま
し
た
。
親
睦
も
深
ま
り
、
充
実
し
た
一

日
と
な
り
ま
し
た
。
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植
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Ｘ
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五
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発
行
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二
〇
一
七(

平
成
二
十
九)

年
七
月
一
日
（
土
）

柘
植
地
域
内

か
所
に
カ
ラ
ー
版
設
置
中
で
す

１２

柘
植
地
域
俳
句
コ
ー
ナ
ー

梅
筵昨

日
の
色
を

ひ
ろ
げ
た
り

中
西
澄
子
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い
が
ま
ち
区
長
集
会

今
年
も
実
施
（
３
回
目
）

６
月

日
（
金
）
午
後
、
壬
生
野
地
区
市

１６

民
セ
ン
タ
ー
で
、
い
が
ま
ち
３
地
域
の
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
主
催
の
合
同
区
長
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

（
今
年
度
で
３
回
目
の
開
催
と
な
り
、
輪
番

制
で
壬
生
野
地
域
が
幹
事
で
あ
る
こ
と
か
ら

壬
生
野
地
区
が
会

場

と

な

り

ま

し

た
。
）

３
地
域
の
代
表

（
輪
番
制
）
で
あ

る
柘
植
地
域
ま
ち

協
の
半
田
三
都
生

代
表
が
冒
頭
あ
い

さ
つ
に
立
ち
、
そ

の
後
は
、
事
例
報

告
と
し
て
、
柘
植

ま

ち

協

か

ら

は

「
女
性
パ
ワ
ー
を

ま
ち
づ
く
り
に
」
、

壬
生
野
ま
ち
協
か

ら
は
「
ま
ち
づ
く

り
計
画
見
直
し
と

今
後
の
ビ
ジ
ョ
ン

に
つ
い
て
」
の
発

表
（
昨
年
度
伊
賀

市
研
修
会
で
の
実

践
発
表
の
内
容
）

が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
は
、
伊
賀

支
所
か
ら
の
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て
の
報

告
等
や
各
区
各
地
域

の
実
情
な
ど
を
出
し

合
い
交
流
を
行
い
ま

し
た
。
一
年
に
一
度

の
貴
重
な
機
会
で
あ

る
こ
の
会
議
で
、
旧

伊
賀
町
３
地
域
の
区

長
さ
ん
方
が
、
自
由

闊
達
な
意
見
を
出
し

合

い

交

流

し

ま

し

た
。

柘
植
駅
や
そ
の
周
辺
を
…

夏
モ
ー
ド
に
模
様
替
え

「
地
域
の
玄
関
」
を
気
持
ち
よ
く
！

柘
植
駅
を
核
と
す
る
公
共
交
通
の
あ
り
方
検
討
委
員
会

５
月

日
（
火
）
朝
、
参
加
者

名
で
、

30

１５

柘
植
駅
な
ら
び
に
そ
の
周
辺
の
環
境
整
備
を

行
い
ま
し
た
。

女
性
部
会
が
昨
秋
製
作

し
た
待
合
室
の
「
座
布
団
」

は
夏
場
と
な
り
撤
去
、
窓

ふ
き
な
ど
も
行
い
ま
し

た
。観

光
看
板
の
木
枠
の
防

腐
防
雨
処
理
や
そ
の
下
の

花
壇
整
備
も
行
い
ま
し
た
。

季
節
も
変
わ
り
温
か
く
な

っ
て
き
た
の
で
、
夏
ら
し
い

駅
前
と
な
り
ま
し
た
。

きれいに塗装がされた観光案内板とその下方

にある花壇を背景にパチリ！（５月３０日）
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今
年
も
黒
豆
！

特
産
品
創
出
実
行
委
員
会

黒
豆
の
種
ま

き
準
備
が
出
来

ま
し
た

種
ま
き
作
業

を
控
え
圃
場
周

辺
の
草
刈
り
作

業
を
５
月

日
２７

（
土
）
、
特
産

品
実
行
委
員
の

メ
ン
バ
ー
と
産

業
交
流
部
会
の

メ
ン
バ
ー
で
圃

場
周
辺
の
草
刈

り
作
業
を
行
い

ま
し
た
。

６

月

３

日

（
土
）
に
は
、

快

晴

に

恵

ま

れ

て

黒

豆

の

種

ま

き

を

し

ま
し
た
。

部

会

と

実

行

委

員

と

あ

け

ぼ

の

学

園

高

校

の

先

生

と

生

徒

さ

ん

を
合
わ
せ
て
、

名
24

が
黒
豆
の
種
ま
き
を

頑
張
り
ま
し
た
。

午
前
９
時
か
ら
始

ま
っ
た
種
ま
き
は
２

５
０
０
㎡
の
圃
場
で

約
１
時
間

分
で
あ

１５

っ
と
い
う
間
に
終
了

し
ま
し
た
。

日
に
は
補
植
作

１７
業
と
草
刈
り
を
し
な

が

ら

定

期

的

に

圃

場

管

理

を

し

て

、

１０

月

上

旬

に

は

美

味

し

い

黒

豆

の

枝

豆

が

出

来

る

の

で

楽
し
み
で
す
。

黒

豆

の

枝

豆

は

普

通

の

枝

豆

に

比

べ

る

と

一

回

り

大

き

く

も

っ

ち

り

と

し

て

実

に

美

味

し

い

で

す

。

是

非

皆

さ

ま

も

味

わ

っ

て

く

だ
さ
い
。

６
月

日
（
日
）

１８

午
後
、
ゆ
め
ぽ

り
す
セ
ン
タ
ー

で
、
地
域
活
動

支
援
事
業
平
成

年
度
事
業
成

28果
報
告
会
が
あ

り
ま
し
た
。

昨
年
度
の
成
果

を
発
表
す
る
と

と
も
に
、
今
後

の
課
題
を
明
確

に
し
、
今
年
も

頑
張
る
こ
と
を

誓
い
ま
し
た
。

黒豆を特産品に！

ｺﾐｭﾆﾃｨﾋﾞｼﾞﾈｽで地域を元気に！

今後の事業展開
①栽培面積の拡大による収穫量の拡大
②栽培管理、加工品づくりの習熟
③労働力募集と賃金支払い方法の確立
④ WEB環境の利用による情報発信
今後の課題
①地域活動や事業等における参加者の確保
②新製品開発を通じた学習研修の機会づくり
③労働力の確保と賃金制度の確立
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特
殊
詐
欺
撲
滅
員
研
修
会

に
参
加
し
て
…

６
月

日
（
水
）
、
オ
レ
オ

28

レ
詐
欺
を
は
じ
め
と
す
る
特
殊

詐
欺
の
撲
滅
を
め
ざ
し
た
研
修

会
に
参
加
し
ま
し
た
。

昨
年
度
、
三
重
県
内
の
被
害

は
１
６
４
件
、
被
害
額
約
５
億

円
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
！

昨
年
度
伊
賀
警
察
署
管
内
で

幸
い
０
件
で
し
た
が
、
今
年
度
６
月

に
２
件
、
２
０
０
万
円
を
超
え
る
被

害
額
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
防
犯
連
絡
員
で
あ
る
各

区
長
様
に
お
伝
え
し
ま
す
が
、
被
害

に
遭
わ
な
い
よ
う
対
策
を
し
て
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
万
一
の
場
合
は
、

伊
賀
警
察
署
や
区
長
様
、
市
民
セ
ン

タ
ー
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

特
殊
詐
欺
撲
滅
員

防
犯
協
会
地
域
防
犯
連
絡
所
班
長

西
田
方
計

平成29年度の区長部会・・・。
現実に立ち向かう姿に、未来を

築く思いと輝きを感じることがで

きました。そして何よりもよき笑

顔が印象付けられる瞬間を目の当

たりにし、力強い各区の区長さん

の思いが伝わってきました。

それぞれ１２人の思いの中、新

しいスタートが切って落とされま

したが、前進するためには皆様方

の力が必要です。より一層のご協

力をお願い致します。

（区長部会長：山岡幸五）

各
区
の
未
来
の
た
め
に
、

柘
植
の
未
来
の
た
め
に
、

区
の
つ
な
が
り
を
！

12
よ
ろ
し
く
！

新
区
長
さ
ん

「
森
林
経
営
計
画
」
現
地
研
修
会

生
活
環
境
部
会

６
月

日
（
木
）
午
前
、
阿
波
・
布
引
地

２９

域
の
協
力
を
得
て
、
大
山
田
の
布
引
地
域
に

あ
る
山
林
地
内
で
現
地
研
修
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
柘
植
地
域
か
ら
８
名
が
参
加
し
、
「
森

林
経
営
計
画
」
を
も
と
に
し
た
森
林
管
理
に

つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

柘
植
地
域
の
山
林
に
つ
い
て
も
人
口
減
少

・
少
子
高
齢
化
に
よ
る
担
い
手
不
足
と
な
る

将
来
を
見
通
し
て
、
森
林
組
合
・
伊
賀
市
農

林
振
興
課
・
三
重
県
農
林
事
務
所
な
ど
の
支

援
を
受
け
て
整
備
し
て
い
く
方
法
に
つ
い
て

考
え
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

★
☆
★
事
務
局
だ
よ
り
☆
★
☆

▼
市
民
セ
ン
タ
ー
の
周
り
に
植
え
ら
れ
た
ア
ジ
サ
イ
が
ほ

ん
の
り
白
色
を
含
ん
だ
パ
ス
テ
ル
色
に
な
っ
て
小
雨
に
よ

く
似
合
っ
て
い
ま
す
。
▼
残
念
な
お
知
ら
せ
を
一
つ
。
市

民
セ
ン
タ
ー
で
即
時
発
行
で
き
て
い
た
「
住
民
票
・
印
鑑

．
．
．
．

証
明
書
・
税
務
証
明
」
な
ど
が
８
月
末
で
サ
ー
ビ
ス
を
終

え
ま
す
。
後
日
の
お
届
け
は
可
能
で
す
が
…
。（
西
田
方
計
）
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